
「卒業おめでとう」「卒業おめでとう」
－東部中学校卒業証書授与式－－東部中学校卒業証書授与式－
〔小中学校卒業式の記事は17ページ〕〔小中学校卒業式の記事は17ページ〕

○平成24年度東御市重点施策○平成24年度東御市重点施策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２～２～３３

○平成24年度東御市当初予算○平成24年度東御市当初予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～７４～７

22222222222222220000000000000000111111111111111122222222222222222012

４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月号号号号号号号号号号号号号号号号 ４月号
№96№96



2（２０１２年４月）

　

市
で
は
、
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

①
生
活
環
境
の
整
備
、
②
産
業
の
振
興
、

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
④
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
⑤
市
民
と
行

政
の
協
働
、
こ
れ
ら
の
５
つ
の
分
野
に
お

い
て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に

お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
実
施
計
画
や

予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
平
成　

年
度
予
算
編
成
に
つ

２４

い
て
は
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

　

東
御
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信

都
市
」
の
構
築
を
目
指
し
て
、
３
点
の
重

点
施
策
の
基
本
方
向
を
見
据
え
な
が
ら
、

次
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

 
Ⅰ 　

万
人
か
ら
4
万
人
が

３.５

　
　
　

暮
ら
す
元
気
な

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

観
光
客
等
の
都
市
住
民
と
の
交
流
と
転

入
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
と
と
も
に
、

人
口
増
加
に
向
け
た
将
来
の
都
市
像
を
見

据
え
て
、
土
地
利
用
の
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

 
①
観
光
の
振
興
と
都
市
住
民
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
  
交
流
の
促
進

◆
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
、
宿
泊
機
能
の

強
化

◆
都
市
と
農
村
交
流
、
短
期
滞
在
型
観
光

の
推
進

◆
特
産
農
産
物
の
栽
培
振
興
と
六
次
産
業

化
の
推
進

 
②
I
・
J
・
U
タ
ー
ン（
移
住
）の

　
　
　
  
誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

◆
空
き
家
バ
ン
ク
等
に
よ
る
住
宅
の
流
動

化
の
促
進

◆
市
営
住
宅
の
新
築
整
備
、
修
繕
の
推
進

◆
住
宅
団
地
の
販
売
促
進

 
③
都
市
計
画
に
基
づ
く

　
　

機
能
的
な
地
域
整
備
の
推
進

◆
都
市
機
能
の
計
画
的
更
新

◆
田
中
駅
南
口
地
域
振
興
計
画
の
推
進

 
Ⅱ 
安
全
・
安
心
、

　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
、
健
康
長
寿

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
課
題
に
的
確
に
対

応
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て
、
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

 
①
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

　
　

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」 の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
環
境
整
備

◆
保
育
園
改
築
計
画
の
推
進
と
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
整
備

と
機
能
の
充
実

◆
福
祉
医
療
対
象
者
の
拡
大

◆
感
染
症
予
防
接
種
の
推
進

◆
不
登
校
児
童
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

 
②
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
  　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

◆
「
生
き
活
き
長
生
き
健
康
と
う
み
」
の

推
進

◆
「
と
う
み
食
育
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進

◆
特
定
検
診
、
が
ん
検
診
事
業
の
推
進
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◆
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

◆
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築

◆
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
地
域

医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

構
築

◆
常
勤
医
の
確
保

 
③
教
育
・
文
化
・
体
育
の
振
興

　
 　
  
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上

◆
新
し
い
図
書
館
づ
く
り
の
推
進

◆
中
学
校
の　

人
規
模
学
級
の
実
施

３０

◆
東
御
清
翔
高
校
と
行
政
の
連
携

 
④
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
る

　
　
　
   
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上

◆
海
野
バ
イ
パ
ス
、
県
・
東
深
井
線
の
事

業
の
推
進

◆
上
田
バ
イ
パ
ス
の
促
進

 
⑤
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

　
　
　
　

循
環
型
社
会
の
推
進

◆
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
の
普
及
推
進

◆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

◆
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

◆
下
水
道
接
続
率
の
向
上
と
合
併
浄
化
槽

水
洗
化
の
支
援

◆
森
林
・
里
山
の
整
備

 
⑥
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

　
 　
　
　

事
業
対
策
の
推
進

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
支
援

◆
企
業
誘
致
の
推
進

 
⑦
も
し
も
に
備
え
た

　
 　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

◆
災
害
に
強
い
河
川
改
修
、
用
水
路
整
備

の
推
進

◆
災
害
・
非
常
時
の
伝
達
通
信
体
制
の
整

備
◆
災
害
時
避
難
施
設
の
耐
震
工
事
の
推
進

  
Ⅲ 
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
 　
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市
民
と
行

政
が
共
に
考
え
、
協
働
参
画
を
基
本
に
適

切
な
役
割
分
担
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

 
①
合
併　

年
の
検
証
と

１０

　
　
　

新
地
域
づ
く
り
計
画

◆
総
合
計
画
の
検
証

 
②
身
近
な
生
活
を
支
え
る

 　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築

◆
エ
フ
エ
ム
と
う
み
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
推
進

◆
舞
台
が
丘
公
共
施
設
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実

◆
中
央
公
民
館
と
地
区
公
民
館
の
連
携
、

活
動
の
充
実

 
③
地
域
課
題
を
自
ら

　
 
解
決
す
る
た
め
の

 　

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

◆
地
区
単
位
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
構

築
支
援

　 
④
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進
と

　
 　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

◆
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
推
進

※
実
施
計
画
と
は
、
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
総
合
的
に
示
す
「
第
１
次
東
御
市
総
合

計
画
」
に
定
め
た
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

具
体
的
な
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
３
ヵ
年

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
の
短
期
的
計
画
で
す
。

平
成　

年
度
実
施
計
画
（
平
成　

年
度
か

２４

２４

ら　

年
度
）
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

２６
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
企
画
政
策
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４
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平
成　

年
度
予
算
は
、
４
月
に
市

２４

長
選
挙
を
控
え
、
経
常
的
経
費
と
継

続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
し
、
前
年
度
に
引
き
続
き

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・
効
率
化
を

図
り
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
を
実
施
し
予
算
化
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
を
考

慮
す
る
中
で
市
税
に
お
い
て
は
減
収

を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
堅
実
な
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
の
計

画
的
な
縮
減
を
経
常
的
一
般
財
源
の

枠
配
分
と
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
経
常
経
費
を
抑
制
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
懸
案
事
業
や
重
点
施

策
・
重
点
事
業
を
精
査
し
た
中
で
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
４
５

億
５
、 ０
０
０
万
円（
対
前
年
度
３
億

７
、 ４
０
０
万
円
、
２
・
６
％
の
増
）、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
４
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
額
が　

億
９
、

６３

４
４
３
万
円（
同
１
億
５
、 ７
９
０
万

円
、
２
・
５
%
の
増
）、
公
営
企
業

会
計
の
水
道
事
業
会
計
で　

億
５
５

１１

５
万
円
（
同
５
、 ９
０
０
万
円
、
５
・

６
％
の
増
）、
下
水
道
事
業
会
計
で

　

億
９
、 ３
４
７
万
円
（
同
２
、 ８
１

２１５
万
円
、
１
・
３
％
の
増
）、
病
院

事
業
会
計
で　

億
１
、 ８
５
７
万
円

２２

（
同
１
億
３
３
３
万
円
、
４
・
９
％

の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   
予
算
の
概
要

　

目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大
き
い
も
の

か
ら
順
に
民
生
費
が　

億
４
、
８
６
６
万
円
、

４１

総
務
費
が　

億
６
４
６
万
円
、
土
木
費
が　

２８

１９

億
６
、
３
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民

生
費
に
は
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
費
５
億
６
、

５
２
０
万
円
や
滋
野
地
区
保
育
園
建
設
事
業

費
３
億
６
、
２
４
１
万
円
を
、
総
務
費
に
は

舞
台
が
丘
整
備
事
業
費　

億
３
、
４
３
０
万

１０

円
を
、
土
木
費
に
は
海
野
地
区
整
備
事
業
費

３
億
１
、
５
５
９
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
化

し
ま
し
た
。
以
下
公
債
費
、
教
育
費
、
衛
生

費
、
商
工
費
、
農
林
水
産
業
費
、
消
防
費
、

議
会
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
は
、

舞
台
が
丘
整
備
事
業
、
滋
野
地
区
保
育
園
建

設
事
業
な
ど
全
４
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大
き
い
も
の
か
ら

順
に
地
方
交
付
税
が　

億
１
、
０
０
０
万
円
、

４２

市
税
が　

億
５
、
０
５
２
万
円
、
市
債
が　

３７

２３

億
６
、
３
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

今
の
経
済
情
勢
が
影
響
し
市
税
の
減
収
を
見

込
む
一
方
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
よ
り
増

収
を
見
込
み
市
税
を
上
回
る
歳
入
を
予
算
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
台
が
丘
整
備
事
業
な

ど
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
債

（
借
金
）
を
財
源
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
市

債
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
は　

億
４
、
０
１

１２

０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
公
共

施
設
整
備
等
の
た
め
、
基
金
か
ら
７
億
５
、

０
４
６
万
円
の
繰
り
入
れ
を
予
算
化
し
ま
し

た
。歳　

出

歳　

入

（単位：万円）

（単位：万円）
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当
初
予
算
額
の
推
移

 ［歳入］

増　　　　減平成23年度平成24年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△3.1△12,03627.3387,08825.8375,052市 税

△6.0△1,1001.318,2001.217,100地 方 譲 与 税

0.000.11,1000.11,100利 子 割 交 付 金

62.92200.03500.0570配 当 割 交 付 金

0.000.01000.0100株式等譲渡所得割交付金

6.81,9002.028,1002.130,000地 方 消 費 税 交 付 金

△16.7△2000.11,2000.11,000ゴルフ場利用税交付金

△40.4△2,1000.45,2000.23,100自 動 車 取 得 税 交 付 金

△68.5△3,7000.45,4000.11,700地 方 特 例 交 付 金

4.518,20028.4402,80028.9421,000地 方 交 付 税

△5.9△300.05100.0480交通安全対策特別交付金

△0.5△1331.927,1631.927,030分 担 金 及 び 負 担 金

△3.5△7921.622,5971.521,805使 用 料 及 び 手 数 料

△8.1△9,9488.6122,2867.7112,338国 庫 支 出 金

△7.2△5,8025.780,1775.174,375県 支 出 金

25.59590.33,7640.34,723財 産 収 入

△99.9△1,5150.11,5160.01寄 付 金

186.548,8561.826,1905.275,046繰 入 金

0.000.35,0080.35,008繰 越 金

12.45,1813.041,9313.247,112諸 収 入

△0.2△56016.7236,92016.3236,360市 債

2.637,400100.01,417,600100.01,455,000　 合　 計　

増　　　　減平成23年度平成24年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△2.9△4491.115,7051.015,256議 会 費

3.79,93319.1270,71319.3280,646総 務 費

11.743,32626.2371,54028.5414,866民 生 費

3.03,2777.6108,3087.7111,585衛 生 費

△6.3△3,1483.550,0853.246,937農 林 水 産 業 費

△28.0△28,9737.3103,5405.174,567商 工 費

△1.6△3,12814.1199,44313.5196,315土 木 費

△4.5△2,1723.448,6963.246,524消 防 費

16.517,6497.5106,8598.6124,508教 育 費

0.81,0859.8138,3029.6139,387公 債 費

0.000.04100.0410災 害 復 旧 費

0.000.34,0000.34,000予 備 費

2.637,400100.01,417,600100.01,455,000　 合　 計　

 ［歳出］

―
活
力
に
満
ち
た

　
　
　

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
―

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

２０

２４

で
の
当
初
予
算
の
推
移
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
一
般
会
計
は
平
成　

年
２０

度
比
６
・
４
％
増
の
予
算
と
な
っ
て

お
り
、
舞
台
が
丘
整
備
事
業
な
ど
に

よ
り
特
に
建
設
事
業
の
経
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
平
成　

年
度
比
２
・
６
％
増
、

２０

介
護
保
険
特
別
会
計
は
平
成　

年
度

２０

比　

・
３
％
増
の
予
算
と
そ
れ
ぞ
れ
給

１６
付
費
の
増
に
伴
い
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会
計
は
平

成　

年
度
よ
り
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

２３
※
各
表
の
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（単位：万円）

（単位：万円）



6（２０１２年４月）

●商工費

　中小企業振興事業費 ・・・・・・・2億5,980万円

　重要文化財建造物等公開活用事業改修工事費、

　　　工事監理委託料 ・・・・・・・・・8,550万円

　温泉施設指定管理委託料 ・・・・・・・7,000万円

　新交通システム運行費補助金 ・・・・・5,700万円

　融資斡旋保証料 ・・・・・・・・・・・2,500万円

　市民夏祭り実行委員会補助金 ・・・・・・480万円

　火のアートフェスティバル運営費補助金 ・470万円

●土木費

　下水道事業会計繰出金 ・・・・・・11億7,419万円

　海野地区整備事業費 ・・・・・・・3億1,559万円

　道路維持管理費 ・・・・・・・・・・・8,716万円

　公営住宅建設事業費 ・・・・・・・・・2,910万円

　道路後退用地整備事業費 ・・・・・・・2,150万円

　住宅リフォーム補助金 ・・・・・・・・2,000万円

　排水路整備事業費 ・・・・・・・・・・1,800万円

●消防費

　上田地域広域連合負担金 （常備消防分） 3億2,084万円

　防災行政無線整備事業費 ・・・・・・・2,078万円

　緊急告知放送整備事業費 ・・・・・・・・879万円

●教育費

　新図書館設備整備事業費 ・・・・・・1億7,704万円

　文化会館指定管理委託料 ・・・・・・・6,805万円

　体育施設及び中央公園指定管理委託料 ・5,903万円

　学力向上対策事業費 ・・・・・・・・・3,821万円

　不登校対策事業費 ・・・・・・・・・・2,672万円

　伝統的建造物群保存事業費 ・・・・・・2,249万円

　分館施設整備事業費 ・・・・・・・・・1,256万円

　国際交流事業費 ・・・・・・・・・・・・328万円

合併特例債の活用事業 （単位：万円）

うち、合併特
例債充当額

総事業費事　　　業　　　名

91,770103,430舞 台 が 丘 整 備 事 業

17,20036,584滋 野 地 区 保 育 園 建 設 事 業

14,25015,000合 併 振 興 基 金 積 立 金

7902,410和 地 区 保 育 園 建 設 事 業

124,010157,424　 合 計　

増　　　減平成23年度
予算額（Ｂ）

平成24年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

0.745566,73467,189収益的支出

水道事業
会 計

14.45,44537,92143,366資本的支出

5.65,900104,655110,555計

△0.8△1,023125,536124,513収益的支出

下 水 道
事業会計

4.23,83890,99694,834資本的支出

1.32,815216,532219,347計

11.019,741179,121198,862収益的支出

病院事業
会 計

△29.0△9,40832,40322,995資本的支出

4.910,333211,524221,857計

5.219,173371,391390,564収益的支出

公営企業
会計合計

△0.1△125161,320161,195資本的支出

3.619,048532,711551,759計

公営企業会計 （単位：万円）



7

とうみ

（２０１２年４月）

●議会費

　議員報酬、手当等（19名分） ・・・・1億2,282万円

　政務調査費 ・・・・・・・・・・・・・・228万円

●総務費

　舞台が丘整備事業費 ・・・・・・ 10億3,430万円

　市有林等造林事業費 ・・・・・・・・・2,184万円

　市議会議員選挙費 ・・・・・・・・・・2,095万円

　コミュニティFM放送委託料 ・・・・・1,512万円

　市長選挙・市議会議員補欠選挙費 ・・・1,501万円

　市公式ホームページリニューアル事業委託料

 ・・・・ 1,308万円

　住宅用太陽光発電施設導入補助金 ・・・・800万円

　統計調査費 ・・・・・・・・・・・・・・221万円

●民生費

　児童手当費 ・・・・・・・・・・・・5億6,520万円

　障害者自立支援介護給付費 ・・・・4億4,332万円

　保育園建設事業費（滋野・和地区） ・3億9,007万円

　介護保険特別会計繰出金 ・・・・・・3億5,818万円

　保育所運営事業費（市立） ・・・・・3億　994万円

　長野県後期高齢者医療広域連合負担金 2億7,702万円

　生活保護費・・・・・・・・・・・・1億7,632万円

　国民健康保険特別会計繰出金・・・・1億6,528万円

　児童扶養手当費・・・・・・・・・・1億2,965万円

　後期高齢者医療特別会計繰出金 ・・・・7,323万円

　児童等福祉医療費 （中学校３年生までの福祉医療の拡充）

 ・・・・・・・・・・・5,746万円

●衛生費

　上田地域広域連合負担金 （ごみ処理） 2億2,397万円

　市民病院事業会計繰出金 ・・・・・・2億1,967万円

　ごみ分別収集費 ・・・・・・・・・1億    970万円

　予防接種事業費 ・・・・・・・・・・・8,926万円

　健診事業費 ・・・・・・・・・・・・・3,491万円

　妊婦健診事業費 ・・・・・・・・・・・3,178万円

　医学生等奨学金貸付金 ・・・・・・・・1,440万円

●農林水産業費

　中山間地域等直接支払制度費 ・・・1億    196万円

　有害鳥獣対策費 ・・・・・・・・・・・1,129万円

　松くい虫防除対策事業費 ・・・・・・・1,032万円

　農業委員会費 ・・・・・・・・・・・・・948万円

　巨峰の王国まつり補助金 ・・・・・・・・450万円

増　　　減平成23年度
予算額（Ｂ）

平成24年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

2.637,4001,417,6001,455,000一 般 会 計

4.914,900303,800318,700国民健康保険特別会計

0.410025,40025,500後期高齢者医療特別会計

2.46,100250,400256,500介 護 保険特別会計

△23.1△70303233地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

△12.0△5,24043,75038,510工業地域開発事業特別会計

2.515,790623,653639,443特 別 会 計 合 計

2.653,1902,041,2532,094,443　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：万円） 一般会計にみる市民１人当たりの歳出・歳入

　一般会計の歳出を３月１日現在の人口31,365人
で割ると、市民１人当たりでは約46万４千円となり
ます。（前年度比１万５千円の増）　　   　（単位：円）

平成24年度
1人あたり予算額

区　　　　　　　分

132,270民 生 費

89,478総 務 費

62,591土 木 費

44,440公 債 費

39,697教 育 費

35,576衛 生 費

23,774商 工 費

14,965農 林 水 産 業 費

14,833消 防 費

6,269そ の 他（議会費、災害復旧費など）

463,893　 合　 　 計　

　歳入では自主財源約17万7千円、（うち市税12万
円）、依存財源約28万7千円（うち市債（借金）7万
5千円）となります。

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805



8（２０１２年４月）

　

市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の

「
発
生
主
義
」「
複
式
簿
記
」
等

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
財
務
書

類
を
作
成
し
、
い
ま
ま
で
分
か
り

に
く
か
っ
た
借
金
の
状
況
や
ソ
フ

ト
事
業
に
使
っ
た
費
用
な
ど
を
公

表
す
る
取
り
組
み
を
平
成　

年
度

２０

決
算
よ
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の

財
務
書
類
は
、
現
在
公
表
し
て
い

る
決
算
情
報
で
は
分
か
り
に
く
い

資
産
（
道
路
や
公
共
施
設
等
の
財

産
）
や
負
債
（
資
産
を
形
成
す
る

た
め
の
借
金
）
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
分

析
指
標
の
説
明
を
交
え
て
公
表
す

る
も
の
で
す
。

　

財
務
書
類
に
は
「
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」
と
「
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
純
資
産
変

動
計
算
書
」、「
資
金
収
支
計
算
書
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
貸
借

対
照
表
」
と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
」
を
解
説
し
ま
す
。
な
お
、
財

務
書
類
の
作
成
範
囲
は
、
市
の
各

種
会
計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社

な
ど
関
係
団
体
を
含
め
て
作
成
し

て
い
ま
す
。（　

）
内
の
金
額
は
、

前
年
度
と
の
比
較
で
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
に

対
す
る
負
債
（
借
金
）、
及
び
負
担
済
み
の

純
資
産
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
上

記
の
表
を
市
民
1
人
当
た
り
に
す
る
と
、

右
表
の
と
お
り
1
人
当
た
り
3
7
5
万
円

の
財
産
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
1
3
9
万
円

が
借
金
と
な
り
ま
す
。
東
御
市
は
金
額
的

に
は
大
き
い
借
金
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
見
合
う
資
産
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で

の
世
代
が
残
し
て
い
る
純
資
産
も
計
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（H23.3.31現在人口　30,955人）



9

とうみ

（２０１２年４月）

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
、
行
政
等
の
運
営
費
用
を

分
析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も

大
き
い
コ
ス
ト
は
、
社
会
保
障
給
付
や
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
割

合
を
高
め
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
い
の
は

物
に
か
か
る
コ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価

償
却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資

産
価
値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し

て
と
ら
え
た
も
の
で
す
。

 
★
分
析
指
標

 
将
来
世
代
負
担
比
率　

・
０
％

３６

（
地
方
債
残
高
÷
公
共
資
産

　
　
　
　
　
　

前
年
度
比
▲
０
・
１
％
）

　

道
路
や
公
共
施
設
は
将
来
の
世
代
の
方

も
利
用
す
る
施
設
で
す
の
で
、
建
設
の
一

部
費
用
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
割
合
を
示

し
て
い
ま
す
。

 
歳
入
額
対
資
産
比
率
4
・
４

（
資
産
合
計
÷
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
　
　

前
年
度
比
▲
０
・
１
）

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
成
さ
れ
た
資

産
は
何
年
分
の
歳
入
に
あ
た
る
か
表
示
し

て
い
ま
す
。
東
御
市
は
4
・
4
年
分
の
歳

入
に
相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
0
・

1
ポ
イ
ン
ト
微
減
し
て
い
ま
す
が
、
概
ね

平
均
的
な
水
準
（
3
・
0
〜
7
・
0
）
※
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

 
行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率

　
　
　
　
　
　
 　
　
　

・
２
%

２４

（
経
常
行
政
コ
ス
ト
÷
公
共
資
産

　
　
　
　
　
　

前
年
度
比
▲
１
・
１
％
）

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と
、

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で

す
。
国
等
の
補
助
金
を
活
用
し
た
公
共
施

設
整
備
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
ハ
ー
ド

事
業
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方
公
会

計
制
度
の
徹
底
解
説
」（
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
編
著
）
か
ら
抜
粋

　

東
御
市
の
負
債
（
借
金
）
は
、
貸
借
対

照
表
の
と
お
り
4
2
9
億
6
、
2
0
0
万

円
で
す
。
し
か
し
、
今
後
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
額
な
ど
が
1
9
6
億
6
、

1
0
0
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
実
質
的
な

負
債
（
借
金
）
は
2
3
3
億
1
0
0
万
円

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
1
人
当
た

り
で
は
約　

万
円
（
前
年
比
▲
7
万
円
）

７５

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
借
金
に
対
す
る

資
産
も
市
民
1
人
当
た
り
で
は
約
3
7
5

万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
世
代
へ
過
大

な
借
金
を
残
し
て
い
る
状
況
で
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説

明
用
の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
財
政
係　

�　

－

５
８
０
５

６４

 
★
実
質
的
な
負
債

　
　
　

（
借
金
） の
状
況
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「
魚
つ
か
み
大
会
」

　

滋
野
地
区
で
は
、「
不
思
議
発

見
ツ
ア
ー
」「
魚
つ
か
み
大
会
」「
史

跡
め
ぐ
り
」「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

「
魚
つ
か
み
大
会
」
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
塩
焼
き
に
し

た
ニ
ジ
マ
ス
を
ほ
お
ば
る
子
ど
も

た
ち
。
家
で
は
出
来
な
い
体
験
を

育
成
会
で
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
、
今
年
も
御
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

春
、
新
入
学
、
進
級
の
時
期
で
す
。
地
域
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
育

む
育
成
会
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん

も
育
成
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
地
域
の
育
成
会
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
通
院
一
日

目
か
ら
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」
の
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
市
が
全
額
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
手
続
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
育
成
会
を
と
お
し
て
行
い
ま
す
。
育
成
会
の
活

動
中
の
事
故
、
会
場
ま
で
の
通
常
の
経
路
、
往
復
の
際
の
事
故
、
役
員

会
や
事
前
準
備
で
の
事
故
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。
育
成
会
の
加
入
方
法

や
共
済
に
つ
い
て
等
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先　

青
少
年
男
女
共
生
係　

�　

－

５
９
０
６

６４

　

「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
」

　

田
中
地
区
で
は
、
９
月
に
、
子

ど
も
た
ち
お
楽
し
み
の
「
わ
い
わ

い
遊
ぼ
う
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
を
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
縦
割
り
の
グ
ル
ー
プ

で
回
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し

合
う
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
行
事
で

す
。
こ
の
他
に
も
「
相
撲
大
会
」

「
川
遊
び
の
会
」
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

   
各
地
区
に
お
け
る

 　
　
　
　

活
動
を
紹
介
し
ま
す

  
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会会　

長　

柳
澤　

一
馬　

「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

　

祢
津
地
区
の
メ
イ
ン
行
事
は

「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」
で
す
。
四
半

世
紀
の
歴
史
を
誇
る
駅
伝
大
会
で

は
、
精
一
杯
走
り
切
っ
た
思
い
や
、

成
果
が
十
分
出
な
か
っ
た
悔
し
さ
、

タ
ス
キ
を
繋
げ
た
達
成
感
な
ど

様
々
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
。

ど
れ
も
児
童
一
人
一
人
に
と
っ
て

大
切
な
宝
物
と
な
り
心
に
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
域
の

皆
さ
ん
、
今
年
も
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲シャボン玉とばし

  
滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会会　

長　

後
藤
富
美
男　

  
祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

�
澤　

佑
三　

▲ニジマスおいしい！

▲タスキが手渡されます
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▲ふしぎ発見

  
和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

山
嵜　

義
人　

　

２
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
青
少
年
育
成
市
民
大
会
で
、
ケ
ー
タ
イ

２６

・
ネ
ッ
ト　

標
語
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
の
発
表
と
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
６
９
４
点
の
中
か
ら　

点
の
作
品
が

１１

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
作
品
は
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
啓
発
に
使
わ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
市
長
賞
】

○
一
般
の
部

　

「
メ
ー
ル
よ
り  
愛
の
一
声  
顔
を
見
て
」 

唐
澤　

宏
員

○
保
護
者
の
部

　

「
子
の
言
い
分  
聞
い
て
も
迷
わ
ぬ  
契
約
時
」 

丸
山　

京
子

○
子
ど
も
の
部

　

「
今
度
会
う
？  
見
え
な
い
相
手
は  
悪
魔
か
も
」 

唐
澤　

理
子

【
教
育
委
員
長
賞
】

○
一
般
の
部

　

「
そ
の
サ
イ
ト  
使
う
あ
な
た
を  
待
つ
危
険
」 

竹
内　

美
絵

○
保
護
者
の
部

　

「
一
番
の  
我
が
子
の
フ
ィ
ル
タ
ー  
こ
の
私
」 

鷹
野　

智
美

【
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

○
子
ど
も
の
部

　

「
大
丈
夫
？  
勝
手
に
サ
イ
ト
に  
書
き
込
ん
で
」 

新
井　

玲
奈

　

「
知
ら
ぬ
間
に  
あ
な
た
の
情
報  
流
れ
て
る
」 

岩
谷　

舞
菜

【
青
少
年
育
成
市
民
大
会
実
行
委
員
長
賞
】

○
子
ど
も
の
部

　

「
一
番
の  
ぼ
く
の
フ
ィ
ル
タ
ー  
お
母
さ
ん
」 

鷹
野　
　

翔

　

「
画
面
よ
り  
私
に
向
け
て  
そ
の
笑
顔
」 

坂
口
菜
々
子

　

「
便
利
だ
よ  
だ
け
ど
大
切  
家
族
の
輪
」 

寺
島　

千
尋

　

「
そ
の
サ
イ
ト  
ク
リ
ッ
ク
こ
そ
が  
落
と
し
穴
」 

�
�
明
日
香

▲史跡めぐり

　

「
ふ
し
ぎ
発
見
」

　

毎
年
８
月
、
上
田
創
造
館
で
行

わ
れ
て
い
る
「
ふ
し
ぎ
発
見
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
普
段
体
験
で
き

な
い
よ
う
な
「
科
学
体
験
」
が
で

き
ま
す
。
紙
や
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ

た
日
時
計
づ
く
り
や
紙
飛
行
機
づ

く
り
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
や
太
陽
熱

の
実
験
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等
、

未
知
の
体
験
に
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
今

年
も
皆
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

  
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

荻
原　

輝
久　

　

「
親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

史
跡
め
ぐ
り
」

　

北
御
牧
地
区
で
は
「
親
子
ふ
れ

あ
い
史
跡
め
ぐ
り
」「
魚
つ
か
み
」

「
工
作
教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
史
跡
め
ぐ
り
で
は

足
を
延
ば
し
て
「
祢
津
地
区
」
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。
地
区
を
出
て
、

市
内
の
史
跡
や
地
域
を
歩
く
こ
と

で
数
々
の
新
鮮
な
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
楽
し
い
事
業
を
計
画
し
て
い

き
ま
す
。
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト

  
標
語
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
の
紹
介
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舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
、
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備
事
業
に
関
す
る
説

明
会
を
５
回
開
催
し
、
延
べ
５
１
９
人
と
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
項
目
ご
と
に
整
理
し
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　 
○
市
道
県
・
東
深
井
線
延
伸
計
画

　
　
　

道
路
計
画
は
東
御
清
翔
高
校
の
敷

　
　

地
を
横
切
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
及
び
高
校
側
の
了
承
が
得
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

現
在
、
県
の
高
校
教
育
課
と
協
議

　
　

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た

東
御
清
翔
高
校
へ
も
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

和
方
面
へ
の
緊
急
車
両
の
出
動
が

　
　

迅
速
に
行
え
る
と
い
う
が
、
道
路
延

伸
で
は
な
く
消
防
署
を
移
転
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

消
防
署
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
位

　
　

置
に
決
定
し
た
経
過
、
上
田
地
域
広

域
連
合
と
の
関
係
、
建
築
か
ら
間
も
な
い

こ
と
等
を
踏
ま
え
、
現
在
の
建
物
を
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

県
に
補
償
費
を
支
払
い
、
高
校
の

　
　

建
て
替
え
を
し
て
も
ら
う
と
の
こ
と

だ
が
、
県
の
施
設
の
こ
と
は
県
で
考
え
る

べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
　
　

県
立
高
校
の
こ
と
は
本
来
県
が
行

　
　

う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

財
政
が
厳
し
い
中
、
舞
台
が
丘
公
共
施
設

整
備
事
業
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り

国
か
ら
の
交
付
金
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
に
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、
多
部
制
単
位

制
に
移
行
し
た
中
で
、
市
と
し
て
も
可
能

な
限
り
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

道
路
計
画
は
第
二
期
事
業
計
画 （
注
）

　
　

か
ら
切
り
離
し
て
白
紙
に
戻
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

道
路
計
画
は
緊
急
時
の
安
全
な
避

　
　

難
経
路
の
確
保
、
緊
急
車
両
、
応
援

車
両
等
の
通
行
の
利
便
性
向
上
、
駐
車
場

の
確
保
、
東
御
清
翔
高
校
の
建
て
替
え
の

促
進
、
平
時
に
お
い
て
は
舞
台
が
丘
周
辺

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な
ど
複
合
的
な
目

的
が
あ
り
、
舞
台
が
丘
地
区
全
体
を
防

災
・
減
災
の
拠
点
と
す
る
上
で
切
り
離
し

て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

QＡQＡQ

ＡQＡ
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道
路
計
画
が
進
む
と
、
高
校
グ
ラ

　
　

ウ
ン
ド
南
側
道
路
が
廃
道
と
な
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
存
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

新
た
な
道
路
は
歩
道
を
設
置
し
、

　
　

歩
行
者
等
の
安
全
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
道
路
（
市
道
県
・
東
中

線
）
は
、
高
校
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
○
中
央
公
民
館

　
　
　

講
義
室
に
つ
い
て
は
、
現
在
あ
る

　
　

北
御
牧
地
区
公
民
館
や
各
地
区
公
民

館
の
講
堂
な
ど
も
考
慮
の
上
で
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

北
御
牧
地
区
公
民
館
の
講
堂
な
ど

　
　

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、

ア
ク
セ
ス
や
駐
車
場
、
夜
間
利
用
の
観
点

か
ら
、
全
市
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す

る
の
は
大
変
で
あ
り
、
市
の
生
涯
学
習
の

中
心
施
設
で
あ
る
中
央
公
民
館
に
講
義
室

を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
や

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
更
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 
○
駐
車
場
整
備

　
　
　

駐
車
場
に
つ
い
て
、
現
在
２
３
０

　
　

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
更

に
１
２
０
台
分
の
駐
車
場
が
必
要
か
。

　
　
　

基
本
構
想
策
定
時
点
で
、
市
民
の

　
　

皆
さ
ん
か
ら
駐
車
場
不
足
等
の
解
消

に
対
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
館

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館

の
機
能
の
拡
充
を
図
る
上
で
、
駐
車
場
の

確
保
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

立
体
駐
車
場
の
設
置
や
上
下
水
道

　
　

庁
舎
の
跡
地
を
駐
車
場
に
す
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

立
体
駐
車
場
や
上
下
水
道
庁
舎
の

　
　

跡
地
へ
の
駐
車
場
建
設
も
検
討
し
ま

し
た
が
、
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
維
持

管
理
費
が
か
か
る
こ
と
、
ま
た
各
施
設
に

で
き
る
だ
け
近
い
場
所
へ
駐
車
場
を
確
保

し
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
回
の
計

画
と
し
ま
し
た
。

 
○
財
政
・
財
源
に
つ
い
て

　
　
　

第
二
期
事
業
計
画
に
よ
り
、
各
区

　
　

の
長
期
計
画
の
予
算
が
削
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
か
。

　
　
　

第
二
期
事
業
計
画
は
、
健
全
財
政

　
　

を
堅
持
し
て
い
く
中
で
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
区

の
長
期
計
画
の
事
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

第
二
期
事
業
計
画
に
係
る
借
入
金

　
　

が
、
市
の
健
全
財
政
に
影
響
し
な
い

の
か
。
こ
の
問
題
が
解
決
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
事
業
を
進
め
て
も
よ
い
と
思
う
。

　
　
　

全
事
業
費
に
対
す
る
市
の
実
質
負

　
　

担
は　

・
６
％
、
残
り
は
国
か
ら
交

４８

付
金
、
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

QＡQＡQＡ

QＡQＡQＡ

（注）

　今回の舞台が丘公共施設整備

事業については、事業計画を第

一期・第二期の二つに分けてい

ます。それぞれの事業計画は次

のとおりです。

第一期事業計画
　現在工事が行われている市

役所及び新図書館建設工事及

び今後実施を予定している勤

労者会館改修計画などです。

第二期事業計画
  中央公民館及び子育て支援

センター（現図書館）改修計

画及び市民広場や連絡歩廊、

駐車場整備等の外構整備計画

並びに市道県・東深井線延伸

計画などです。
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国
か
ら
の
交
付
金　

億
円
も
、
全

１０

　
　

て
税
金
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
無

駄
遣
い
を
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

市
民
負
担
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く

　
　

し
な
が
ら
、
ど
れ
だ
け
市
民
益
を
大

き
く
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
国
の
支
援
を
い
た
だ
く
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

 
○
防
災
拠
点
関
連

　
　
　

東
御
市
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
被

　
　

害
の
規
模
を
ど
の
程
度
だ
と
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

東
御
市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
想

　
　

定
し
て
い
る
最
大
の
も
の
は
糸
魚
川

静
岡
構
造
線
で
の
地
震
に
よ
る
震
度
６
強

で
、
こ
れ
に
よ
る
被
害
は
木
造
全
壊
５
７

８
棟
、
木
造
半
壊
１
７
０
４
棟
、
死
者　
１５

人
、
重
傷
者
数　

人
、
避
難
者
数
４
０
５

４９

０
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

各
区
に
避
難
施
設
が
指
定
さ
れ
て

　
　

い
る
中
で
、
一
箇
所
に
集
中
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

市
の
防
災
計
画
で
は
、
舞
台
が
丘

　
　

に
位
置
す
る
公
共
施
設
を
広
域
避
難

所
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
他
に
も

広
域
避
難
所
の
位
置
付
け
を
し
て
い
る
箇

所
も
あ
り
ま
す
が
、
中
心
と
な
る
広
域
避

難
所
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
舞
台

が
丘
一
帯
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
想
定

さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
施
設
整
備

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
○
連
絡
歩
廊

　
　
　

な
ぜ
屋
根
つ
き
の
歩
道
が
必
要
な

　
　

の
か
。

　
　
　

現
在
の
図
書
館
前
駐
車
場
の
歩
行

　
　

者
の
往
来
に
つ
い
て
は
危
険
性
を
感

じ
て
お
り
、
人
と
車
の
動
線
を
分
け
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
歩
道
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
屋
根
に
つ
い
て

は
、
ご
意
見
を
聞
く
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

 
○
そ
の
他
の
意
見

　
　
　

市
民
意
向
調
査
を
実
施
し
て
も
ら

　
　

い
た
い
。

　
　
　

今
回
の
説
明
会
の
ほ
か
、
パ
ブ
リ

　
　

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
政
策

決
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

二
元
代
表
制
の
中
で
、
首
長
と
議
会
が
議

論
し
決
定
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
で
あ
る
の

で
、
今
回
の
件
を
意
向
調
査
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

第
二
期
事
業
計
画
に
関
し
て
は
３

　
　

月
議
会
で
も
議
論
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

第
二
期
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
　

３
月
議
会
で
も
議
論
さ
れ
る
と
思
う

が
、
説
明
会
等
で
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
き
、
時
期
と
し
て
は
６
月
議
会
で
審
議

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
第
二
期
事
業
計
画
に
対
す

る
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
意

見
・
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
計

画
に
係
る
部
分
を
中
心
に
ま
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

内
容
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
計
画
に

反
映
で
き
る
も
の
は
反
映
し
、
反
映
で
き

な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
情
報
の
提
供

を
行
い
、「
ふ
れ
あ
い
市
長
室
」
や
「
市
政

へ
の
提
言
私
の
一
言
」
な
ど
で
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

総
務
課
行
政
管
理
係

　
　
　

�　

－

５
９
０
１

６４

QＡQＡQＡ

QＡQＡQＡ

市役所前駐車場の一部が使用できません
　現在行われている市庁舎等増改築工事に伴う駐車場整備工事により、市

役所前駐車場の一部が７月末日（予定）まで使用できません。

　現状においても、駐車場不足が指摘されている中、市役所及び周辺施設

を利用される皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
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とうみ

（２０１２年４月）

  保健補導員だより 
保健補導員活動を振り返って

平成23年度会長　依田　彰子　

　あっという間の１年間でした。参加・協力してくださった保健補導員の皆様、サポートしてくださった保

健師・事務局の皆様、ご協力ありがとうございました。

　大会への参加もあり、大変有意義な１年間だったと思います。人生折り返し地点で保健補導員活動に参加

できた事は大変ありがたかったです。研修会や講演会などで一から勉強する機会があり心身ともに成長する

ことが出来ました。人と人とのつながりもたくさん出来、人生の財産になりました。

　東御市保健補導員活動は長野県下でも大変高い評価を得ています。様々な活動を行っていますが、最近は

健診の受診率や結果への関心が高くなっています。24年度は「自分の健康は、自分で」をスローガンに地域

に密着した活動を、後に続く補導員の皆様にお願いします。

●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　�64－8883
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市内の桜の名所を探索しませんか？市内の桜の名所を探索しませんか？
～東御市桜マップ～～東御市桜マップ～

　厳しい寒さの続いた冬も終わり、至るところで花のつぼみが見られ、厳しい寒さの続いた冬も終わり、至るところで花のつぼみが見られ、あたたかな春の訪れあたたかな春の訪れ

を感じられる季節を迎えました。を感じられる季節を迎えました。

そんな春を連想した時、多くの皆さんは、桜を連想すると思います。市内には、多くの桜　そんな春を連想した時、多くの皆さんは、桜を連想すると思います。市内には、多くの桜

の名所があります。そんな桜の名所について一部ですが紹介したいと思います。の名所があります。そんな桜の名所について一部ですが紹介したいと思います。

東町さくら路の会
代表　斉藤　斉さん（東町）

　約１０年前ボランティアの皆さん約

７０名で始まった桜の植樹。会ではソ

メイヨシノなど約１,０００本の桜を東

部湯の丸インター周辺四方１キロに

渡って植樹しました。中でもサンラ

イン沿い新屋交差点上の寒桜１５０本

は毎年４、１１月頃に見頃を迎え、評

判です。

島川原桜千本の会
会長　小山　実さん （島川原）

　区の活性化を図ることを目的に始

まった活動で、しだれ桜など現在約

４００本を植樹し管理しています。い

ずれは、会の名前と同じように１,０００

本の植樹を目指しています。また会

では周囲の里山を整備して手作りの

公園作りに取り組んでいます。

桜の植樹活動をされている

　皆さんに話をお聞きしました

市内にはまだまだ桜の名所があります。
　今年の春は身近な桜を探索してみてはいかがでしょうか？
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祝  
小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月　

日
に
中
学
校
で
、　

日
に
は
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式

１５

１６

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
の
不
安
と
大
き
な
希
望
。
仲

間
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
校
舎
を
あ
と
に
す
る
児
童
生
徒
の
姿
を
紹

介
し
ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　

中
学
校
３
４
３
名
、

　

小
学
校
３
２
４
名
で
し
た
。

▲田中小学校 ▲滋野小学校

▲祢津小学校 ▲和小学校

▲北御牧小学校 ▲東部中学校 ▲北御牧中学校

  市内小中学校の校長先生・教頭先生の人事異動紹介
　退職、転出、転入された市内小中学校の校長先生、教頭先生を紹介します。

　なお、今年度から校長先生、教頭先生の人事異動のみ紹介することとしましたのでご了承ください。

＜平成24年3月31日付で転退職された先生＞

北御牧小学校　別府　礼子校長（退職）

田中小学校　　太田　　守教頭

　　　　　　　（長和町立長門小学校　校長へ）

祢津小学校　　中村　礼子教頭

　　　　　　　（長野市立安茂里小学校　教頭へ）

＜平成24年4月1日付で着任された先生＞ 

北御牧小学校　酒井　秀人校長

　　　　　　　（長野市立戸隠中学校教頭から）

田中小学校　　吉池　光則教頭

　　　　　　　（北信教育事務所指導主事から）

祢津小学校　　富岡　茂樹教頭

　　　　　　　（上田市立塩川小学校教頭から）

北御牧中学校東部中学校北御牧小学校和小学校祢津小学校滋野小学校田中小学校

清水　洋一滝澤　宏行酒井　秀人平林　裕一村澤　修吾田中　敏子山根　義夫校　長

小林真由美春日　俊宏依田　周二関口　展宏富岡　茂樹岡本　健郎吉池　光則教　頭

（２０１２年４月）

とうみ

（敬称略）平成２４年度  市内小中学校  校長・教頭一覧
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とうみ

（２０１２年４月）

  
新
規
採
用
及
び
退
職
職
員

●
新
規
採
用
職
員
は　

人
で
す

１７

（
行
政
職
）

小
林
智
美
（
市
民
課
）
岸
田
美
紅
（
子

育
て
支
援
課
）
中
村
円
香
（
子
育
て
支

援
課
）
龍
野
圭
都
（
市
民
病
院
医
療
事

務
部
）
下
平　

望
（
農
林
課
）
篠
塚
久

嗣
（
商
工
観
光
課
）
矢
嶋
徹
久
（
建
設

課
）
廣
瀬　

優
（
建
設
課
）
笹
井
政
孝

（
上
下
水
道
課
）
柳
澤
亜
紀
（
教
育
課
）

小
山
弥
代
子
（
健
康
保
健
課
）

（
医
療
職
）  

 

結
城　

敬
（
市
民
病
院
）
佐
藤
綾
子

（
市
民
病
院
）
塚
田
典
子
（
市
民
病
院
）

六
川
貴
子
（
市
民
病
院
）
酒
井
正
明

（
市
民
病
院
）
青
木
誠
礼
（
市
民
病
院
）

●
退
職
者
は
９
人
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
） 

秋
山
伸
吾（
産
業
建
設
部
長
）長
岡
政
直

（
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局

長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）飯
島
貞

夫（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
部

長
兼
図
書
館
長
）小
宮
山
和
子（
総
合
支

所
課
長
補
佐
支
所
市
民
係
長
）村
松
桂

子（
健
康
保
健
課
副
主
幹
）岩
下
恵
美
子

（
市
民
病
院
健
康
管
理
部
副
主
幹
）松
尾

和
子（
福
祉
課
副
主
幹
）竹
村
洋
子（
農

林
課
副
主
幹
）松
澤
幸
枝（
子
育
て
支
援

課
主
任
）

●
係
の
新
設

　

農
林
課
に
担
い
手
支
援
係
を
設
置

し
ま
し
た
。

  
組
織
の
一
部
変
更
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誕生日おめでとう！（ ４ 月生まれ）

 大  久  保  航  我 くん （東深井）
おお く ぼ こう が

（１歳、H２３．４．２１生）

　いつもにこにこな航ちゃん、お誕生日

おめでとう�航ちゃんの笑顔に癒されて

ます。にぃにと仲良く大きくなってね�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 愛  莉 ちゃん （田中）
あい り

（２歳、H２２．４．２０生）

　２歳のお誕生日おめでとう�少しずつ

言葉も増え、おしゃべりも上手になって

きたね。愛莉の笑顔と優しい心に家族み

んなが癒されているよ。これからも元気

に大きくなってね！

 白  倉 　 大  雅 くん  （乙女平）
しら くら たい が

（１歳、H２３．４．２４生）

　タイガ�１歳の誕生日おめでとう♪い

つもニコニコ元気いっぱいのたっ君。兄

いにいと仲良く遊んで、いっぱい食べて、

すくすく育ってね。ダイスキ�

 高  瀬 　 美  桜 ちゃん （大川）
たか せ み お

（１歳、H２３．４．２８生）

　みーちゃん１歳の誕生日おめでとう�

みーちゃんの笑顔がみんな大好きだよ�

これからものんびりゆっくり成長してね

�

 関 　　 和  央 くん （桜井）
せき とも ひさ

（１歳、H２３．４．１２生）

　とも１歳のお誕生日おめでとう。いつ

も元気な笑顔をありがとう。いっぱい食

べて、いっぱい遊んで、いっぱい寝て、

すくすく大きくなるんだよ。

 山  本 　 桜  煌 ちゃん （田中）
やま もと さ きら

 （２歳、H２２．４．２０生）

　桜煌、２歳おめでとう☆やんちゃな桜

煌もお姉ちゃんらしくなってきたね�か

わいい声でいっぱいお話してくれて、毎

日成長が楽しみだよ�

 井  口 　 晴  斗 くん （曽根）
い ぐち はる と

（３歳、H２１．４．１生）

　はると�３歳のお誕生日と入園Ｗでお

めでと～う�やんちゃだけど元気いっぱ

い☆遊んで食べて、成長が楽しみだね�

 菊  池 　 理  央 ちゃん （田中）
きく ち り お

（３歳、H２１．４．２８生）

　�りーちゃん３歳おめでとう�家族み

んなが、りーちゃんの笑顔が大好きです。

これからもねぇねと仲良くね�

☆募集します!!☆ （対象者５月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。締め切りは、４月１２日 （木） 必着。

 
市
議
会

 　
  
第
１
回
定
例
会

  
平
成　

年
度
各
会
計
予
算
可
決

２４

　

平
成　

年
市
議
会
第
１
回
定
例

２４

会
が
２
月　

日
に
開
会
し
ま
し
た
。

２２

　

今
定
例
会
に
は
、
平
成　

年
度

２４

の
一
般
・
特
別
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
の
各
予
算
案
、
ま
た
、
平

成　

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
、

２３
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

や
人
事
案
件
等
、
最
終
日
に
追
加

と
な
っ
た
議
案
を
含
め
合
計　

議
３５

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
、
６
日
に
は
、
一
問
一

答
方
式
を
交
え
た
個
人
質
問
が
行

わ
れ
、
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備

事
業
な
ど
、
今
後
の
東
御
市
に
つ

い
て
、
熱
心
な
質
問
が
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
８
、
９
及
び　

日
の

１２

３
日
間
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付

託
と
な
っ
た
議
案
及
び
陳
情
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
閉
会
日
に
は
、
付
帯
意

１６
見
を
付
し
た
平
成　

年
度
一
般
会

２４

計
予
算
を
含
め
、
市
の
提
案
し
た

議
案
に
対
し
て
全
て
に
原
案
可
決

及
び
同
意
が
さ
れ
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。
な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
発
行
の

市
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

�　

－

３
５
８
２

６７
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●材料（12個分）

よもぎ ……………………………５０ｇ

重曹 ………………………………少々

片栗粉 ………………………大さじ３

砂糖 …………………………大さじ４

熱湯 …………………………… ２８０㏄

つぶしあん …………………… ３６０ｇ

�作り方

① よもぎは柔らかい部分を、重曹を

入れて色よくゆでて、冷水にとる。

布巾に包んで軽く絞り、すり鉢で

する。

② ボールに上新粉を入れ湯230cc加

え、手でこねる。砂糖・片栗粉を

入れ、耳たぶの固さまでよくこね

る。（固すぎる時には、残りのさ

めた湯を入れ、こねる）

③ �を卵大にちぎり、湯気の上がっ

よもぎもち

�

　平成２４・２５年度の後期高齢者医療制度の保険料率を右の表の

とおり改正します。

　これは、平成２２・２３年度と比べると医療費などの増加が見込

まれるためで、保険料率は医療費などの推計をもとに２年ごと

見直すことになっています。

　この改正は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営する

ためのものです。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

後期高齢者医療保険料が変わります

た蒸し器に濡れ布巾を敷いてのせ

１０分蒸す。蒸し上がった餅をボー

ルに入れてすりこぎで一つにまと

め、よくこねる。

④�の中によもぎをまんべんなく混

ぜ合わせる。１２等分に分け丸めて

のばし、あんを入れて包む。

　

　市食生活改善推進協議会ではこれまで

毎月レシピを掲載してきました。24年

度は昔ながらの行事や季節の味、地域で

受け継がれてきた味を多くの皆さんに受

け継いでいってほしいとの願いから月々

の代表的な料理を１年間掲載することに

しました。

  ４月

　よもぎは刈っても芽を出す「根強さ」

と「活力」があります。草餅で新鮮な緑

と春の香りを味わいましょう。

改　正　前改　正　後

36,225円38,239円均等割額

6.89％7.29％所得割率

500,000円550,000円限 度 額

▼保険料ひとくちメモ
○保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

○所得が少ない方の保険料の軽減は継続されます。軽減内容は次のとおりです。

　�所得に応じた軽減

　　　　均等割軽減 → 世帯の所得に応じて、９割、8.5割、５割、２割を軽減

　　　　所得割軽減 → 住民税非課税のような所得の少ない方

　　　　　　　　　　　（年金収入で153万円以上211万円まで）は、５割を軽減

　�会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減

　　　　　　　　　 → 均等割の保険料は９割軽減され、所得割はかかりません。

　※保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

●問い合わせ先
　長野県後期高齢者医療広域連合　�026－229－5320
　市民課　国保年金係　　�62－1111 （代表）

均等割額

38,239円

所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円） ×7.29％

一人当たりの

保険料額

（限度額55万円）
＋ ＝
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児
童
会
長
に
な
っ
て

　
　
　
　

田
中
小
学
校
六
年

 
常  
田 　

と
き 

だ

 
翔 

し
ょ
う 

矢 　や

　

私
は
、
五
年
二
組
の
代
表
と
し

て
児
童
会
長
候
補
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
会
長
候
補
に
な
っ
た
か
ら
に

は
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
、
ポ

ス
タ
ー
を
は
り
、
休
み
時
間
な
ど

む
だ
に
せ
ず
、
よ
び
か
け
を
や
り

児
童
会
長
に
な
る
た
め
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
ま
た
、
友
だ
ち
も
手
つ

だ
っ
て
く
れ
た
り
し
て
も
っ
と
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
児
童
会
長
役
員

選
挙
当
日
、
と
っ
て
も
き
ん
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
代
表

と
し
て
心
を
ひ
き
し
め
、
児
童
会

長
候
補
と
し
て
堂
々
と
演
説
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
児
童
会

長
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

児
童
会
長
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
児

童
会
長
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
清
掃

運
動
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
ま
ず

で
き
る
よ
う
に
し
て
か
ら
ゴ
ミ
ゼ

ロ
活
動
、
あ
い
さ
つ
意
見
箱
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
り
い
れ
て

 
僕
の
抱
負

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
二
年

 
青  
木 　
 
至  
人 　

あ
お 

き 

ゆ
き 
ひ
と

　

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。

こ
の
一
年
、
勉
強
に
部
活
に
と
、

仲
間
と
共
に
、
と
て
も
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

二
年
生
に
な
っ
た
ら
、
が
ん
ば

り
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
小
学
校
の
時
か
ら

続
け
て
い
る
研
究
が
あ
る
の
で
、

勉
強
と
部
活
と
研
究
の
三
つ
を
、

精
一
杯
、
思
う
存
分
が
ん
ば
る
こ

と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
分
が
先
輩
に
な

る
の
で
、
い
ま
ま
で
の
先
輩
方
が

築
き
あ
げ
て
き
た
伝
統
を
守
り
、

後
輩
に
伝
え
る
地
道
な
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
で
地
域
の

方
々
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
目
標
で
あ
る
、「
求
健
正
」

を
実
行
で
き
る
よ
う
、
自
ら
進
ん

で
考
え
、
心
身
を
鍛
え
、
正
し
い

判
断
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲よろしくお願いします

い
き
、
さ
ら
に
全
校
の
み
な
さ
ん

と
協
力
し
あ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

友
だ
ち
と
の
輪
を
よ
り
深
め
て
未

来
の
た
め
に
も
、
自
分
た
ち
の
た

め
に
も
、
全
校
の
み
な
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
明

る
い
田
中
小
学
校
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

新
年
度
の
始
ま
る
４
月
は
、
児

童
ク
ラ
ブ
に
も
一
段
と
活
気
が
あ

ふ
れ
ま
す
。
進
級
し
た
喜
び
で
輝

く
笑
顔
の
二
、
三
年
生
に
加
え
、

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
仲
間
入
り

す
る
季
節
だ
か
ら
で
す
。

　

思
え
ば
ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
ち

ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
顔
の
一
年
生　
２０

名
を
和
児
童
ク
ラ
ブ
に
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
大
勢
の
お
友

達
と
一
緒
に
遊
び
、
泣
い
た
り
笑

っ
た
り
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
し
、
心
身
共
に
大
き
く
成
長

し
ま
し
た
。
す
っ
か
り
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
ら
し
く
な
っ
た
顔
で
、

ま
た
新
一
年
生
に
ク
ラ
ブ
の
き
ま

り
を
教
え
た
り
、
遊
び
に
誘
っ
た

り
と
、
か
つ
て
自
分
が
そ
う
し
て

も
ら
っ
た
よ
う
に
、
先
輩
ぶ
り
を

発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

守
り
、
後
押
し
し
な
が
ら
未
来
に

向
か
っ
て
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲校門前の桜

▲夏のバスハイキング

▲

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
よ
う
す
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◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

76543�1

1413121110�8

2120191817�15

2827262524�22

�29

◆
一
般
書

�
雑
草
の
呼
び
名
事
典　

写
真
で
わ
か
る

　
　
　
　
　
　
 
…
…
…
亀
田　

龍
吉
・
著

�
武
士
の
メ
シ

　

戦
国
時
代『
食
』は
ひ
と
つ
の

　

武
器
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
 
…
…
…
永
山　

久
夫
・
著

�
今
日
も
カ
フ
ン
が
飛
ん
で
い
ま
す
。

　

地
味
に
つ
ら
い
よ
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ

　

花
粉
症
d
a
y
s 
…
…
…
ね
ず
美
・
著

� 
幸
せ
に
な
る
百
通
り
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
荻
原　
　

浩
・
著

�
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
ル 
原　
　

宏
一
・
著

◆
児
童
書

�
と
っ
て
お
き
の
は
い
く

　
　
　
　
　
　
　
 
…
村
上　

し
い
こ
・
作

�
ジ
ェ
ン
ナ　

奇
跡
を
生
き
る
少
女

　
　
 
…
…
メ
ア
リ
・
E
・
ピ
ア
ソ
ン
・
作

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

 
４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
本
や
図
書
館
が
登
場
す
る
本
】

　

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
現
在
の
図
書
館
と

も
今
月
で
お
別
れ
で
す
！

・「
ぼ
く
の
ブ
ッ
ク
・
ウ
ー
マ
ン
」

ヘ
ザ
ー
・
ヘ
ン
ソ
ン：

絵

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ス
モ
ー
ル：

絵

さ
・
え
・
ら
書
房

・「
図
書
館
戦
争
」

有
川　
　

浩：

作

徒
花　

ス
ク
モ：

イ
ラ
ス
ト

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

※
シ
リ
ー
ズ
他
５
冊
あ
り
。

 
図
書
館
発

図
書
館
発

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

  
今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

　

「
園
芸
の
本
」

　

長
い
信
州
の
冬
も
終
わ
り
、
よ
う
や
く
春

め
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
何
を
作
ろ
う
か

な
？
何
を
育
て
よ
う
か
な
？
と
、
庭
や
畑
を

眺
め
な
が
ら
わ
く
わ
く
と
し
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
図
書
館
で
は
、

園
芸
に
関
す
る
本
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

大
判
、
カ
ラ
ー
印
刷
で
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
て
い
る
「
入
門
書
」
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
野
菜
ま
る
ご
と
大
図
鑑
」

　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
主
婦
の
友
社：

編

主
婦
の
友
社

「
雑
草
と
楽
し
む
庭
づ
く
り
」

　
　
 
…
ひ
き
ち
ガ
ー
デ
ン
サ
ー
ビ
ス：

著

築
地
書
館

新図書館準備に伴う
休館のお知らせ

【休館期間】
　平成２４年４月３０日（月）～
　　　　１０月３１日（水）※予定

【最終貸出し】
　４月２９日（日）
　※祝日ですが開館します

【返却について】
　返却期限は通常通り
　　　　　　　３週間です。
　　４月３０日以降は図書館玄関前設置
の返却ボックスかエコール各館をご
利用ください。資料返却後に行う作
業もあるため、期限内のご返却にご
協力ください。

　期間中はご不便をおかけしますがご
理解とご協力をお願いいたします。

◆お知らせ◆

※図書館休館に伴い、「図書館へ行こう！」
のコーナーはしばらく休載します。

�
お
ひ
さ
ん

　
　
　
 
…
…
… 
た
か
べ　

せ
い
い
ち
・
作

�
マ
ド
レ
ン
カ　

サ
ッ
カ
ー
だ
い
す
き
！

　
　
　
　
 
…
…
… 
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ス
・
作

�
空
の
お
く
り
も
の

　

雲
を
つ
む
ぐ
少
年
の
お
話

　
　
　
 
…
…
… 
ア
リ
ソ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
絵
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

　

「
架
空
請
求
」
に

　
　
　
　

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

　

「
そ
れ
も
咲
く
ね
。」

　

こ
れ
は
、
小
学
一
年
生
の
少
女
が
私
に

発
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
 
花  
壇 
係
に
な
る
と
、
２
月
中
頃
よ
り
、

か 

だ
ん

温
室
の
中
に
種
を
ま
く
。
発
芽
し
た
苗
は

４
月
を
過
ぎ
る
と
数
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
、

ポ
ッ
ト
へ
の
移
植
に
追
わ
れ
る
。
苗
床
に

混
じ
っ
た
雑
草
は
取
り
除
く
。
こ
れ
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
言
葉
に
一
瞬
手
を
止
め
た
。

し
ゃ
が
み
こ
み
な
が
ら
間
近
で
見
て
い
た

少
女
は
、
抜
か
れ
る
雑
草
を
ブ
ツ
ブ
ツ
言

い
な
が
ら
拾
い
集
め
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
少
女
の
走
り
去
る
姿
を
背
後
に
感
じ

た
。
移
植
を
続
け
な
が
ら
も
、
少
女
の
言

っ
た
言
葉
が
、
変
に
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ

た
。

　

少
女
が
ま
と
め
た
数
本
の
雑
草
も
ポ
ッ

ト
に
植
え
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
期
待
感
が
胸
に
残
る
。

　

少
女
と
の
出
会
い
か
ら
数
ヶ
月
後
、
こ

の
ポ
ッ
ト
の
植
物
に
も
、
小
さ
な
白
い
花

が
房
に
な
っ
て
咲
い
て
い
た
。
手
に
と
っ

て
顔
を
近
づ
け
る
と
、
一
つ
一
つ
の
花
か

ら
輝
き
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
の
花
壇
作
り
は
、
雑
草
取

り
を
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
・
彩
り
・
花
丈

等
の
終
始
で
し
か
な
か
っ
た
。
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
を
目
指
す
と
な
る
と
、
審
査
の
時

期
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
咲
き
誇
る

花
や
咲
こ
う
と
す
る 
蕾 
ま
で
摘
ま
せ
た
。

つ
ぼ
み

　

晩
秋
に
は
、
花
の
盛
り
が
過
ぎ
る
と
、

一
斉
に
花
壇
の
片
づ
け
を
さ
せ
た
。
花
壇

は
き
れ
い
に
片
づ
き
耕
さ
れ
た
が
、
枯
れ

た
花
の
茎
や
葉
に
混
じ
っ
て
、
多
く
の
蕾

や
咲
き
始
め
た
花
も
残
っ
た
。

　

捨
て
ら
れ
た
花
や
蕾
は
、
水
や
肥
料
が

届
か
ず
咲
く
時
期
が
遅
れ
て
も
、
そ
の
場

そ
の
場
で
精
一
杯
咲
こ
う
と
し
て
い
た
花

だ
っ
た
の
に
。

　

あ
れ
か
ら　

年
余
が
過
ぎ
、
花
壇
作
り

３０

に
明
け
暮
れ
る
日
々
は
な
い
。

　

「
そ
れ
も

咲
く
ね
。」の

少
女
は
、
ど

ん
な
大
人
に

な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・「
民
事
裁
判
と
な
る
」「
訴
訟
を
起
こ
し

た
」「
給
料
や
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」

な
ど
、
過
去
に
利
用
し
た
業
者
に
未
払

い
が
あ
っ
た
の
か
と
勘
違
い
さ
せ
る
言

葉
を
並
べ
、
不
安
に
さ
せ
る
手
口
で
す
。

・「
早
急
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
て
も
、
絶
対
に
連
絡
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た
と
こ
ろ

「
訴
訟
取
り
下
げ
の
た
め
に
必
要
」
な

ど
と
様
々
な
理
由
を
つ
け
ら
れ
て
数
十

万
円
を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

・
請
求
さ
れ
た
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ

た
り
、
不
安
を
感
じ
た
り
し
た
場
合
は
、

相
手
に
は
連
絡
せ
ず
に
、
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

　

心
配
な
と
き
は
、
上
田
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
市
民
課
生
活
環
境
係
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

８
５
１
７

２７

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

（
平
日：

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時　

分
）

１５

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
専
用
携
帯
電
話

　

�
０
９
０－

５
５
８
０－

１
７
０
２

　

（
毎
週
火
・
水
曜
）

　

（
午
前
９
〜　

時
・
午
後
１
〜
４
時
）

１２

〈
事
例
１
〉

　

「
携
帯
電
話
の
通
信
履
歴
で
、
無
料
期

間
中
の
着
メ
ロ
・
天
気
・
ニ
ュ
ー
ス
等
の

サ
イ
ト
内
で
退
会
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
長
期
滞
納
が
続
い
て
い
る
。
今

後
損
害
賠
償
等
を
求
め
る
民
事
裁
判
と
な

る
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　

全
く
身
に
覚
え
が
な
い
が
、「
訴
訟
差

し
止
め
、
退
会
処
理
希
望
の
方
は
本
日
中

に
必
ず
連
絡
を
」
と
あ
る
の
で
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。　
　
　
　

（　

歳
代　

男
性
）

３０

　
　
　

〈
事
例
２
〉

　

「
以
前
契
約
し
た
訪
問
販
売
及
び
寝
具

販
売
業
者
に
対
し
て
未
納
料
も
し
く
は
契

約
不
履
行
が
あ
り
当
該
会
社
が
裁
判
所
に

訴
訟
を
起
こ
し
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
は

が
き
が
届
い
た
。
全
く
身
に
覚
え
が
な
い

が
「
こ
の
ま
ま
連
絡
せ
ず
に
放
置
す
る
と

裁
判
所
に
出
廷
す
る
こ
と
に
な
り
、
給
料

や
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
覚
え
が
な
い

場
合
は
早
急
に
連
絡
す
る
よ
う
赤
字
で
書

か
れ
て
い
る
が
連
絡
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

歳
代　

女
性
）

８０

・
は
が
き
や
封
書
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
、

身
に
覚
え
が
な
い
請
求
を
受
け
た
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」
に
関
す
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とうみ

力
…
��
人
生
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
死
に
た
い
と
考
え
た
。
誰
で

も
い
い
か
ら
多
く
の
人
を
殺
し
て
死
刑
に

な
ろ
う
と
し
た
�
な
ど
の
声
で
す
。

　

人
は
傷
を
負
う
と
初
期
段
階
で
は
「
自

己 
憐  
憫 
（
か
わ
い
そ
う
に
思
う
こ
と
）・
自

れ
ん 
び
ん

己
嫌
悪
・
憂
う
つ
な
気
分
・
劣
等
感
・
不

安
定
・
失
敗
感
・
自
責
感
・
絶
望
・
落
胆
」

な
ど
の
状
態
に
な
り
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
な

力
は
自
分
の
内
面
に
向
か
い
ま
す
が
（
逃

避
）、
あ
る
時
期
か
ら
は
「
敵
対
心
・
自

慢
・
複
雑
な
弁
明
・
優
越
感
・
競
争
心
・

妄
想
・
憎
し
み
・
支
配
欲
」
な
ど
の
心
理

状
態
に
変
わ
り
、
周
り
と
社
会
に
そ
の
力

が
向
か
う
よ
う
に
な
り
ま
す
（
爆
発
）。

　

「
逃
避
」
か
ら
の
始
ま
り
が
「
爆
発
」
に
、

拒
絶
感
と
反
抗
心
で
満
ち
、
自
分
と
周
り

に
深
刻
な
害
を
与
え
て
し
ま
う
悲
し
い
悲

劇
。
だ
か
ら
こ
そ
、
向
き
合
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
向
き
合
い
を
テ
ー
マ
に
さ

ら
に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
が
、
次
回
は
、

気
分
転
換
し
て
、
少
し
違
う
話
題
を
皆
さ

ん
に
紹
介
し
ま
す
。

　

人
は
心
の
傷
を
負
う
と
大
き
く
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
で
反
応
し
ま
す
。「
逃
避
」・「
爆

発
」・「
向
き
合
い
」。

　

最
近
は
脅
迫
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
価
値
観
で
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た

こ
と
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
、
平
成　

年
２０

３
月
の
土
浦
の
殺
傷
事
件
、
６
月
の
秋
葉

原
の
殺
傷
事
件
、
平
成　

年　

月
の
取
手

２２

１２

市
の
Ｊ
Ｒ
取
手
駅
前
殺
傷
事
件
な
ど
。
こ

れ
以
外
に
も
数
多
く
の
事
件
が
身
の
回
り

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
後
の
調
べ
で
、
容
疑
者

ら
か
ら
話
を
聞
く
と
、
彼
ら
の
言
葉
に
は

今
の
社
会
に
対
す
る
恐
ろ
し
い
敵
対
心
と

憎
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。�
…
両
親
へ
の
不
満
、

職
場
の
人
間
関
係
を
巡
る
葛
藤
、
雇
用
不

安
、
友
人
や
恋
人
の
い
な
い
孤
独
感
を

…
��
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
な
ど
の
疎
外
感

…
ま
た
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
後
の
暴

  
自
分
発
見
⑥

 
◎
五
つ
目
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：

　
 
逃
避
か
、 爆
発
か
、 向
き
合
い
か

�

 翠 
みどり

 川 　 洋  子  保健師
かわ よう こ

  
ここ
ん
に
ち
は
保
健
師

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
で
す

 
糖
尿
病 
症
状
が
な
い
か
ら

 　

大
丈
夫
！
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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〈広告欄〉　

 ４月の納税 （納期限５月１日）

�固定資産税・都市計画税（１期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

－12件21件９件件数

－８名31名９名傷者

±０名０名０名死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

　

　＝２月の出動件数＝

火災  １件（２件）　　救急  112件（220件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成23年２月平成24年２月

16.6℃（27日） 12.8℃（23日） 最高気温

－10.9℃（１日） －13.0℃（３日） 最低気温

－1.1℃　　　　－0.5℃　　　　平均気温

74.1％　　　　71.8％　　　　平均湿度

42.0㎜　　　　39.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器は設置されていますか？
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 ２月29日現在

国民年金保険料をお知らせします

　平成24年度４月分から保険料は

　　　月額14,980円です。（年額179,760円）

○平成24年度の保険料１年前納、半年前納の金額は次
のとおりです。

※現金支払いの方に対し、4月上旬に日本年金機構か
ら平成２４年度分の納付書が郵送されますので、「６
　ヵ月分」または「１年分」の前納を希望される方は、
同封のいずれかの納付書により４月末までに納付し
てください。
※口座振替の方も１ヵ月前納制度（早割）、６ヵ月前納
等がありますので、詳しくは下記へお問い合わせく
ださい。

保険料の納付が困難なときは、
免除・猶予の申請を

　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合、
申請することで被保険者本人、配偶者、世帯主の前年
所得額に応じて、保険料の納付が「全額免除」、「一部
納付（一部免除）」または「納付猶予」される制度が
あります。また、学生の方には「学生納付特例制度」
があります。
　免除等の申請窓口は市役所国保年金係です。申請の
際は、①年金手帳　②認め印　③（学生の場合）学生
証をお持ちください。
退職（失業）による特例免除があります
　退職（失業）による特例免除とは、通常であれば審
査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険
料の納付が免除されるものです。（配偶者や世帯主に
一定の所得があるときは、保険料免除が認められない
場合があります。）
　詳しくは下記までお問い合わせください。

　　●問い合わせ先
　　　小諸年金事務所　�0267－22－1080
　　　市民課国保年金係　�62－1111 （代表）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

１ 年 分6ヵ月分1ヵ月分納 付 方 法

179,760円89,880円14,980円現金支払（月々）

176,570円
【3,190円】

89,150円
【730円】

現金支払（前納）
【割引額】



ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
 TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ
（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........88888888889999999999No.89

クリーンリサイクル係 �63－6814
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〈広告欄〉

 
環
境
推
進
委
員
長
研
修
会
が

 　
　
　
　
 
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成　

年
２
月　

日
、
東
部
ク

２４

１８

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
旧
東

部
町
地
区
の
環
境
推
進
委
員
長
研

修
会
が
開
催
さ
れ　

名
の
区
役
員

３８

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動

等
に
つ
い
て
の
研
修
と
東
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
隣
接
す
る
廃

棄
物
処
理
施
設
な
ど
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で

出
さ
れ
た
ご
み
に
関
す
る
ご
質
問

の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
　
　

色
付
き
の
ト
レ
ー
に
つ
い

　
　

て

　
　
　

旧
東
部
町
地
区
は
色
が
付

　
　

い
て
い
て
も
資
源
物
と
し
て

の
収
集
が
可
能
で
す
（
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
）。

北
御
牧
地
区
は
白
色
ト
レ
ー
の
み

が
資
源
物
で
す
。

　
　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
貼
ら
れ

　
　

て
い
る
は
が
れ
に
く
い
紙

シ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　

で
き
る
だ
け
は
が
し
て
い

　
　

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
は

が
す
こ
と
が
困
難
な
紙
シ
ー
ル
は

無
理
に
は
が
さ
な
く
て
も
回
収
は

可
能
で
す
（
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
入
れ
物
に
貼
っ
て

あ
る
紙
シ
ー
ル
は
な
か
な
か
は
が

れ
に
く
い
も
の
で
す
。
水
に
浸
し

て
お
け
ば
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
回

収
は
可
能
で
す
）。

　
　
　

コ
ン
ポ
ス
ト
の
う
じ
が
わ

　
　

か
な
い
方
法
に
つ
い
て

　
　
　

土
を
か
け
る
こ
と
と
消
石

　
　

灰
が
有
効
で
す
。

　
　
　

区
の
清
掃
で
出
た
ご
み
の

　
　

受
入
れ
に
つ
い
て

　
　
　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

で
は
、
区
の
清
掃
の
際
に
出

さ
れ
た
ご
み
で
あ
れ
ば
無
料
で
の

受
入
れ
が
可
能
で
す
。
ご
み
の
種

類
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。
な
お
、
受
付
の
際
に
は
区
名

を
お
伝
え
願
い
ま
す
。

※
そ
の
他
に
古
布
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
市
で
行
っ
て
ほ
し
い
等
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

住
宅
新
築
後
４
年
目
か
ら
は
家

屋
の
固
定
資
産
税
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

 
納
税
通
知
書
は
大
切
に

 　

保
管
し
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま

す
。
固
定
資
産
税
は
４
月
に
納

税
通
知
書
及
び
課
税
明
細
書
を

送
付
し
ま
す
。
送
付
後
、
納
税

通
知
書
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た

の
で
、
再
発
行
し
て
ほ
し
い
と

い
う
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
が
、
納
税
通
知
書
及
び
課
税

明
細
書
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。
課
税
明
細
書
は
確
定
申
告

等
で
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
納
税
通
知
書
及
び

課
税
明
細
書
は
大
切
に
保
管
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
失
く

さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
名

寄
帳（
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
）

で
資
産
状
況
を
確
認
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

�　
－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

　
　
　

A
氏
は
B
氏
に
平
成　
２４

　
　

年
３
月
1
日
に
家
屋
1
棟

を
売
り
渡
し
ま
し
た
。
平
成　
２４

年
度
の
固
定
資
産
税
は
誰
が
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

A
氏
が
支
払
う
こ
と
に

　
　

な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は

毎
年
１
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
、

賦
課
期
日
現
在
に
土
地
、
家
屋

を
所
有
し
て
い
た
方
が
納
税
義

務
者
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
場

合
は
平
成　

年
１
月
１
日
に
家

２４

屋
を
所
有
し
て
い
た
A
氏
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

住
宅
を
新
築
し
て
４
年

　
　

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

か
ら
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
大

幅
に
上
が
り
ま
し
た
が
な
ぜ
で

す
か
？

　
　
　

一
定
の
要
件
を
満
た
し

　
　

新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い

て
は
、
新
築
さ
れ
た
翌
年
か
ら

３
年
間
に
限
り
床
面
積
の
１
２

０ 
㎡ 
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
税

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
４
年
目
か

ら
は
こ
の
減
額
制
度
が
適
用
さ

QＡ

QＡ

QＡQＡQＡ

QＡ
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（２０１２年４月）

おらほの「東御市青少年育成市民大会」
開催される

　２月２６日、文化会館サンテラスホールで「地域で育てよう　お
らほの子ども　～ネットリテラシーを育もう～」をテーマに、東
御市青少年育成市民大会が行われました。
　式典では、ケータイ・ネットの標語・川柳コンテストの優秀作
品の表彰や、ネットリテラシー教育推進の取り組みの実践発表や
小児科医の内海裕美さんによる「 『メディア漬けで』壊れる子ど
もたち～子どもたちに　今なすべきこと～」と題しての講演会も
行われました。子どもたちを取り巻く、今までにないような情報
化社会でのトラブルから子どもたちを守るために、地域や大人の
関わりや、子どもたちにどのように教えていくかなどが話され、
参加した皆さんは真剣に聞き入っていました。

東中吹奏楽部ＯＧが
全国大会へ

　３月２０日、三重県津市で第３５回全日本アンサンブルコンテス
ト全国大会が行われ、東御市出身で小諸高校吹奏楽部二年生 （大
会当時）の遠藤ちひろさん（東上田：写真右）と坂口あかりさ
ん（県：写真左）が出場し銅賞を獲得しました。
　二人は東部中学校吹奏楽部からの仲間で、高校進学後も共に
吹奏楽部に入部し、今回クラリネット四重奏で見事全国大会出
場を果たしました。
　銅賞について坂口さんは「目指した金賞の結果にならなかっ
たことはすごく悔しいけど、演奏自体は普段通りにできたので
後悔していない」と話していました。

▲セミナーのようす

▲海野宿や芸術むら公園などが描かれています

切手で東御をＰＲ
市オリジナルフレーム切手発売

　３月２１日、市役所で市オリジナルフレーム切手の発売を記念
し贈呈式が行われ、田中郁夫田中郵便局長、傳田彰北御牧郵便
局長から、花岡市長と峯村文博市観光協会長へ切手シートが手
渡されました。この切手シートは、観光で市を訪れた皆さんの
要望をきっかけに、田中郵便局が、市観光協会などの協力を得
て作成されたもので、田中局長は「観光客に喜んでいただける
と思う」と話していました。
　シートは東御市の観光名所や花などの８０円切手１０枚、シール
が付いて、１組１,２００円（定価）で市内の各郵便局で販売され
ています。

にぎやかに東御市味のセミナー開催
　２月２６日、平成２３年度東御市味のセミナー（東御市味のセミ
ナー実行委員会主催）が、市総合福祉センター講堂で開催され
ました。今回は、地元の農産物を使って季節ごとの家庭料理の
献立として考えた「とうみ御膳」の展示発表とその試食、松本
大学人間健康学部の廣田直子教授による「 家 

いえ

 食 パラダイス」と
しょく

題した講演が行われました。
　廣田教授は、家での家族がそろった食事を「家食」と表現し、
「家食」に昔から受け継がれてきた「とうみの味」を大切に取
り入れてほしいこと、その中で「地産地消」の重要さを説きな
がら、「賢く食べる人を目指そう」と話していました。講演後
の参加した皆さんから食生活に関する質問が寄せられるなど、
活発なセミナーとなりました。

▲実践発表のようす

▲事前の出場報告では息のあった演奏を聞かせてくれました

　

標
語
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

▲

表
彰
式
の
よ
う
す

▲

と
う
み
御
膳 「
春
の
御
膳
」
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

２
・　

▼
湯
の
丸
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属

２３

の
８
名
が
「
第　

回
全
日
本

３６

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権

い
わ
て
八
幡
平
大
会
」
へ
の

出
場
報
告
（
市
役
所
）

３
・
３
▼
東
御
清
翔
高
校
卒
業
証
書
授

与
式
（
同
所
）

３
・
８
▼
長
野
救
命
医
療
専
門
学
校

　
　
　
　

（
学
校
法
人
成
田
会
）卒
業
証

書
授
与
式
（
同
所
）

（２０１２年４月）

海善寺北美化推進委員会
道路河川愛護の県知事感謝状を受賞
　２月21日、海善寺北美化推進委員会（清水基会長）が
道路河川愛護活動に対する県知事感謝状を受賞しました。
今回の受賞は、同委員会が行っている浅間サンライン沿線

のケイトウの植栽など、
長年の愛護活動が評価
されたものです。清水
会長は「多くの人たち
が楽しんでくれるので、
長く活動を続けたい」
と受賞の喜びについて
話していました。

　３月19日、東御ロータリークラブ （櫻井繁会長） から防
犯ブザー２７０個が寄贈されました。この防犯ブザーは今年
の４月に入学する市内小学校の新入生に配られます。今年

で６年連続６回目と
なった寄贈により、
市内の小学生全員に
行き渡ることになり
ます。櫻井会長は「犯
罪に巻き込まれない
よう使ってほしい」
と話していました。

東御ロータリークラブ
防犯ブザー寄付

　３月４日、新潟県上越市で行われた第２１回春の全国小学生

ドッジボール選手権北信越大会でTEAM ★SPIRITS（チームス

ピリッツ）が３位となり、３月２５日に名古屋市で行われる全国

大会に出場することとなりました。市内から山口 涼 
りょう

 偲 くん（和
し

小六年報告当時）と竹内 更  紗 さん（祢津小四年報告当時）が
さら さ

チームのメンバーとして活躍しています。２月２８日、北信越大

会出場報告のため、市役所を訪れた際には、共に「優勝を目指

したい」と力強く話していました。全国大会の結果については

５月号で掲載する予定です。

TEAM ★ SPIRITS
全国大会へ

▲竹内さん（写真左）、山口くん（写真右）

　３月６日、中央公民館で平成２３年度高齢者大学修了式が
行われました。式では今年度から新たに受講した１８名一人
ひとりに関文彦公民館長から修了証書が手渡されました。
終了後に行われた茶話会では受講した皆さんで一年間の活

動について労いあって
いました。また、中央
公民館ロビーには、努
力の賜物である見事な
作品が飾られ、訪れた
皆さんは足を止めてい
ました。

探求心は一生涯
平成23年度高齢者大学修了式

女性が元気な長野県をめざして
男女共同参画講演会

　３月１７日、中央公民館講堂で男女共同参画講演会が行わ
れ、会場には約１５０人が集まり聴講しました。講師には加
藤さゆり長野県副知事を迎え、資料をもとに具体的な数値

を使いながら、女性の
社会の参画状況などに
ついて講演されました。
加藤副知事は「個別具
体的なことから地域が
変わらないと」と話し
ていました。
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▼
３
月
に
は
市
内
の
各
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
私
も
取
材
の
た
め
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
私
自
身
、
学
生
の
立
場
で
し

か
式
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
客
観
的

な
立
場
で
式
を
見
た
の
は
、
今
回
が

初
め
て
で
し
た
。
▼
式
を
見
て
い
て

い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
も
っ
と
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、

玄
関
前
で
卒
業
生
が
見
送
ら
れ
る
時

で
し
た
。
▼
学
舎
か
ら
巣
立
っ
て
い

く
卒
業
生
の
姿
は
と
て
も
輝
か
し
く
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
私
も
先
生
の

一
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
、

生
徒
た
ち
の
背
中
を
見
送
っ
て
い
ま

し
た
。
▼
「
卒
業
」
の
意
味
を
身
を

も
っ
て
感
じ
ら
れ
た
一
時
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

山
浦
）

編

集

後

記

世帯数

11,554世帯（＋２）

総人口

31,365人（－33）

男 15,457人 （－11）

女 15,908人 （－２2）

（３月１日現在）

人の動き

転入  80人（＋17）

転出  86人（＋19）

出生  15人（＋３）

死亡  45人（＋３）

 ※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

「八重原米研究会とは」
　東御市南西、北御牧地区の八重原台地で作られるお米、「八重原米」をご存知でしょうか。

　生産量は多くありませんが、日本穀物検定協会で特Ａにランクされるなど、冷めてから食べても

粘りやうまみのある、知る人ぞ知る東御のご当地ブランド米です。

　昨今、日本の農業を取り巻く環境は厳しさを増しています。耕作従事者の高齢化による荒廃地の

増加、食生活の多様化、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加交渉、貿易自由化など、

避けては通れない時代の荒波が押し寄せています。

　国の方針では、外国に代表される大規模面積による強い農業経営を求めていますが、国土が狭く

中山間地の多い日本では、到底難しいのが現状です。

　しかし、ただ何もせず流れに身を任せているだけでは、せっかくの「八重原米」ブランドを活か

せず農業経営者としても生き残ることはできないでしょう。

　そこで「八重原米」の若手生産農家３人が５年程前に結成したのが「八重原米研究会」です。

　それぞれの水田経営面積は15ヘクタール前後と、中山間のこの地域では限界の規模ですが、一個

人農場では難しい商談、資材購入、認証取得や勉強会などを協力して行うことで、より強い農業経

営組織となることができます。

　しかし大規模農家だけでは、コ

ミュニティーは崩壊し、農村は成

り立ちません。周辺の小さな農家

を下支えし、必要とされる組織と

して、共に豊かな農村を守り、生

き残ってゆくことが、私たちの理

念であり、誇りです。

　これから一年、市報を通じて私

たちの活動や、こだわりの「八重

原米」について、四季の農作業と

ともに紹介していきます。

　　　　　　　（八重原米研究会）

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『市民情報広場』
毎週木曜日

　�午後４時～

午後４時55分　

　市の特産と言えば、巨峰、 白  土  馬  鈴  薯 、くるみなどが挙げられますが、その中の
はく ど ば れい しょ

一つ八重原米に注目し、米作りだけでなく、酒造や海外への輸出など、多方面で活

躍されている「八重原米研究会」の皆さんに一年を通し連載していただきます。

▲�澤謙太郎さん、笹平達也さん、白倉卓馬さん（写真左から）




